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２
月　

日
、
第
８
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

１４

ト
（
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
主
催
）
が
、
町

文
化
セ
ン
タ
ー 
ホ
ワ
イ
エ
で
開
か
れ
、
町

民
ら
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０

　

今
回
は
、
米
子
市
の
永
井
達
也
さ
ん
と

早
川
泰
詞
さ
ん
を
迎
え
、「
ギ
タ
ー
と
歌
お

う
」
と
題
し
、
２
人
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
て
、

会
場
み
ん
な
で
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

永
井
さ
ん
ら
は
、
と
も
に
バ
ン
ド
活
動

を
行
っ
て
い
る
音
楽
仲
間
。

　

曲
目
は
、「
雪
」「
冬
の
星
座
」
な
ど
季
節

の
歌
や
、「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」「
涙
そ
う

そ
う
」
な
ど
の
歌
謡
曲
、
童
謡
な
ど
で
、
参

加
者
ら
は
、
な
じ
み
深
い
歌
の
数
々
を
声

を
合
わ
せ
て
歌
い
、
心
も
体
も
温
ま
っ
た

よ
う
で
し
た
。

歌
っ
て
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト米子で「うたごえ喫茶」を毎月開いている永井さん（右）

　

貝
原
出
身
の
文
芸
評
論
家
、
生
田
長
江

が
１
０
１
年
前
に
翻
訳
し
た
、
末
日
聖
徒

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教
会（
モ
ル
モ
ン
教
）の

聖
典
、「
モ
ル
モ
ン
書
」
の
特
製
本
が
、
町

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
に
図
書
館
で
行
わ
れ
た
寄
贈

式
に
は
、
翻
訳
者
長
江
の
生
ま
れ
故
郷
を

一
目
見
て
み
た
い
と
同
教
会
の
デ
ビ
ッ
ド
・

Ｆ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
さ
ん
と
関
口
治
さ
ん
が

訪
れ
、
発
刊
当
時
と
同
じ
く
革
で
装
丁
さ

れ
た
モ
ル
モ
ン
書
を
景
山
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　

長
江
は
、
１
０
１
年
前
に
同
教
会
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
モ
ル
モ
ン
書
を
分
か
り

や
す
い
日
本
語
に
翻
訳
し
ま
し
た
が
、
長

江
を
教
会
に
推
薦
し
た
の
が
夏
目
漱
石
で

あ
る
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
長
江
の
知
名
度
や
実
力
が
う
か
が
え

ま
す
。

翻
訳
者
長
江
の
ふ
る
さ
と
へ来町したロバートソンさん（右）
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和の雰囲気の中ゆっくりと楽しむ

　

組
み
木
作
家
・
小
黒
三
郎
さ
ん
と
、

木
彫
家
・
あ
ら
い
み
え
こ
さ
ん
に
よ
る

小
さ
な
木
製
の
ひ
な
人
形
な
ど
を
展
示

し
た
「
木
の
お
雛
さ
ま
展
」
が
、
２
月

　

日
か
ら　

日
ま
で
の
３
日
間
、
町
公

１９

２１

舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
小
黒
さ
ん
と
あ
ら
い
さ

ん
の
組
み
木
や
木
彫
り
の
ひ
な
人
形
、

五
月
人
形
な
ど
約
２
０
０
点
が
ず
ら
り
。

　

２
人
が
町
の
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

に
長
年
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

会
場
に
は
延
べ
約
３
０
０
人
が
来
場
し
、

小
さ
い
な
が
ら
も
手
の
込
ん
だ
作
品
一

つ
一
つ
を
感
心
し
な
が
ら
眺
め
て
い
ま

し
た
。

素
朴
な
木
の
ひ
な
人
形

「町の活性化に使ってください」と手渡されました

　

２
月　

日
、
町
観
光
協
会
（
冨
谷
進
会

２６

長
）
が
、
町
へ
金
持
神
社
札
所
の
収
益
金
の

一
部
２
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
札
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
４
年
前
か
ら
寄
付
を
続
け

て
お
り
、
当
日
は
冨
谷
会
長
ら
協
会
役
員

が
町
役
場
を
訪
れ
、
札
所
で
人
気
の
縁
起

物
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」
に
包
ん
だ
寄
付
金

を
景
山
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

景
山
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
町
が

元
気
に
な
れ
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
観
光
振
興
基
金
に
積

み
立
て
、
観
光
振
興
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。

町
へ
開
運
の
ご
利
益
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県
内
の
地
域
発
展
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

功
績
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
す
る
、
日
本
海

新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
・
日
野
町
の
部
の
表
彰

式
が
、
３
月
１
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
地
域
貢
献
賞
に
、
町
地
域
防

犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
（
川
端

博
文
会
長
）
が
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
に
、
日

野
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
選
ば

れ
、
景
山
町
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
の
町
内
巡
回
や
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
活
動
、
ま
た
、
女
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
の
中
国
地
区
・
全
国
大
会
で
の
活

躍
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
発
展
に
大
き
く
貢
献川端さん（左）と、日野中女子ソフトテニス部の皆さん

ユーモアを交えテンポよく話す陰山教授

　

２
月　

日
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
教

２８

育
講
演
会
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
学
力
は
一
年
で
伸
び
る
」
と

題
し
、
立
命
館
大
学
教
育
開
発
推
進
機
構

の
陰
山
英
男
教
授
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

陰
山
教
授
は
、
日
本
に
比
べ
、
海
外
の
子

ど
も
た
ち
の
学
力
が
伸
び
て
き
て
い
る
実

例
を
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
の
学
力
向
上
の

た
め
に
世
界
の
教
育
の
実
情
を
も
っ
と
知

る
こ
と
が
大
切
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
学
力
低
下
の
本
質
は
生
命
力
の

低
下
」
と
し
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

を
習
慣
付
け
る
と
学
力
が
上
が
る
と
も
話

し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
小
中
学
生
の
保
護
者
や
教
育

関
係
者
ら
で
満
員
に
。
次
々
と
飛
び
出
す

話
題
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

決
め
手
は
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

　４月からの毎月２０日（土日祝日の場合は翌

開庁日）、産業振興課、農業委員会、農林振興

公社の担当者が合同で相談を受け付ける「農

業相談会」を開きます。
　

・農地の貸し借りや名義変更

・農地転用

・農業関係の助成事業の相談

・農業の担い手になりたい

・作業委託

・農業者年金について　など、

　農業に関するさまざまな相談を受け付けま

す。　ぜひご利用ください。

　第１回は、４月２０日（火）午前９時～

正午です。役場産業振興課へお越しください。
　

問合せ　役場産業振興課　担当 矢田貝、中田

　　　　（電話７２‐２１０１）

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ

 

ゆ
ず
り
葉

聴
覚
障
害
者
の
人
権
を
守
っ
て
き
た
「
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
」
が

創
立　

周
年
を
記
念
し
て
製
作
し
た
初
の
映
画
作
品
。

６０

（
早
瀬
憲
太
郎
監
督
作
品
）

　

出　

演　

庄
崎
隆
志
、
今
井
絵
理
子
、
福
嶋
一
生
、
大
和
田
伸
也
ほ
か

日　

時　

４
月　

日
（
日
）
１
回
目
…
午
後
２
時
～
、
２
回
目
…
午
後
６
時
～

１８

会　

場　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

料　

金　

大
人
１
２
０
０
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）
、
高
校
生
以
下
８
０
０
円
（
当
日
１
０
０
０
円
）

　
　
　
　

前
売
券
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
町
社
会
福
祉

　
　
　
　

協
議
会
で
取
り
扱
い
ま
す

問
合
せ　

鳥
取
県
ろ
う
あ
団
体
連
合
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

　
　
　
　
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
６
０
７
０
）

３２


